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2023 年度 大阪公立大学公開講座

講師：前川 真行
大阪公立大学

国際基幹教育機構 教授

18:00-19:30
2/16、2/23、3/1

各金曜日・全3回

2024年

詳細は裏面をご覧ください ▶▶

※お申込みの際の個人情報は、申込後の事務連絡、統計資料等の作成および本学公開講座等の
ご案内に使用いたします。利用目的以外の使用については、一切いたしません。

■会場：大阪公立大学I-siteなんば2階（大阪市浪速区敷津東2-1-41 南海なんば第1ビル）

■定員：60名（申込者多数の場合は抽選） ■対象者：どなたでも ■受講料：3,000円（全3回分）

■申込方法：大学Webサイト 「申込フォーム」から申し込みいただくか、「往復はがき」で (1)氏名（フリガナ）、

(2)年齢、(3)郵便番号・住所、(4)電話番号、(5)このちらしの入手先 をご記入の上、下記宛先へお申し込みください。

※受講の可否は 2/6(火) までに通知します。届かない場合は必ずお問い合せください。

■申込フォーム：右記二次元コードまたは大学Webサイトからお申し込みください。

■往復はがき宛先 ※返信用はがきは両面とも白紙でお送りください。

〒556-0012 大阪市浪速区敷津東2-1-41 南海なんば第1ビル

大阪公立大学社会連携課「ミシェル・フーコー」係

■問合せ先：大阪公立大学社会連携課 TEL：06-7656-5112
FAX：06-7656-5203

締切日

1月28日(日) 必着

大阪公立大学 生涯学習・公開講座 WEBサイト ▼

申込フォーム▼



一九八四年の死から四〇年近い時間が経過し、ふたたび

その思想に注目が集まりつつあります。哲学、心理学、

精神医学、さらには、歴史学、政治学、経済学、社会学、

教育学、そして古典学に至るまで、学問の壁を越えて

近代の「知」を踏破した、今世紀を代表する「知の

巨人」ミシェル・フーコー。

彼が見た、私たちの時代の条件とはどのようなもの

だったのでしょうか。

皆さんと一緒に考えてゆきます。

大阪公立大学I-siteなんば 大阪市浪速区敷津東2丁目1番41号 南海なんば第1ビル2階

会場アクセス

・南海難波駅なんばパークス方面出口より約800ｍ

・ OsakaMetroなんば駅（御堂筋線）⑤出口より約1000ｍ

・ OsakaMetro恵美須町駅（堺筋線）①B出口より約450ｍ

・ OsakaMetro大国町駅（御堂筋線/四つ橋線）①出口より約450ｍ

アクセスマップ

※駐車場はございません。

公共交通機関をご利用ください。

講師：前川 真行
大阪公立大学

国際基幹教育機構 教授

スケジュール

第1回 2月16日(金) 第2回 2月23日(金・祝) 第3回 3月1日(金)

１：哲学

近年、発掘が進みつつある
若き日のフーコーの思想に
注目しながら、全体のイントロ
ダクションをかねて、若き
日のフーコーが私たちの知る
フーコーになるまでをたどり
ます。

２：身体

七〇年代は戦後世界にとって
の転換点でした。フーコーは
社会運動に深く関与しつつ、
身体を対象とした権力の
テクノロジーについて検討
を深めます。今回は『監獄
の誕生』を手がかりにこの
問題を探ります。

３：統治

フーコーの最後の著作は、
「性」をめぐるものとなり
ます（『性の歴史』）。
個人主義化という、西洋社会
の根本的な変化のもと、
フーコーは性の変容を通じて、
何を探ろうとしていたので
しょうか。
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＊感染症の流行や自然災害等の影響により、日程・開催方法・講座内容が変更となる場合があります。


